
【代表取締役の異動】

氏名 新役職名 現役職名

三林 憲忠 代表取締役会長 代表取締役社長執行役員

三林 圭介 代表取締役社長執行役員 取締役専務執行役員

2022年3月30日＜2022年3月30日（水）10時解禁＞
報道関係者各位

総合食品メーカーのヤマモリ株式会社（本社：三重県桑名市）は、2022年3月25日開催の取締
役会において、以下の通り代表取締役の異動を内定致しました。

就任は2022年6月24日、第71期定時株主総会並びに総会終了後の取締役会にて決定致します。
代表取締役社長の交代は40年振り（5代目）となります。

ヤマモリ株式会社

代表取締役の異動に関するお知らせ

※三林憲忠 ならびに 三林圭介 の履歴につきましては添付をご参照ください。
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【三林憲忠 経歴書】

ふりがな みつばやし のりただ
氏 名 三 林 憲 忠
生年月日 １９５３(昭和28)年 ２月１３日 満６９歳

学 歴（最終）

東京農業大学 醸造学部 醸造学科 卒業

職 歴
1975年(昭和50)4月 岡崎マルサン株式会社 入社
1976年(昭和51)4月 ヤマモリ食品工業株式会社 入社
1976年(昭和51)6月 ヤマモリ食品工業株式会社 取締役
1981年(昭和56)6月 ヤマモリ食品工業株式会社 常務取締役
1982年(昭和57)5月 ヤマモリ食品工業株式会社 代表取締役社長
（1988年(昭和63)ヤマモリ株式会社に社名変更）

公 職
三重県醤油味噌工業協同組合（2002年4月就任） 理事長
全国醤油工業協同組合連合会（2013年5月就任） 会 長
日本醤油協会（2013年5月就任） 副会長
全国中小企業団体中央会（2013年6月就任） 評議員
三重県中小企業団体中央会（2020年6月1日就任） 会 長
日本缶詰びん詰レトルト食品協会（1992年5月就任） 理 事
レトルト食品部会（1990年6月就任） 部会長
総務委員会 （2013年11月就任） 委員長

公益財団法人日本タイ協会（2021年4月） 評議員

表 彰 歴
2007年10月 三重県中小企業団体中央会会長表彰
2010年10月 三重県知事表彰
2012年12月 三重県産業功労者表彰
2013年10月 全国中小企業団体中央会会長表彰
2016年11月 中小企業庁長官表彰
2019年10月 食品産業功労賞受賞
2019年11月 農林水産大臣賞受賞（協同組合等功労者）
2021年2月 第１９回渋沢栄一賞受賞
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【三林圭介 経歴書】

ふりがな みつばやし けいすけ
氏 名 三 林 圭 介
生年月日 １９７５(昭和50)年 １１月１１日 満４６歳

学 歴

1999(平成11)年3月 名古屋大学経済学部経済学科卒業

2005(平成17)年4月 慶應義塾大学大学院経営管理研究科(MBA)入学

2007(平成19)年3月 慶應義塾大学大学院経営管理研究科修士課程修了、
MBA取得（ノースウエスタン大学ケロッグ経営大学院（MBA）単位取得）

職 歴

1999年(平成11)4月 トヨタ自動車株式会社 入社

2007年(平成19)6月 株式会社博報堂 入社

2016年(平成28)4月 ヤマモリ株式会社 入社 経営企画室 理事

2017年(平成29)6月 当社取締役執行役員管理本部長 兼 直販・新事業開発部長

2018年(平成30)4月 当社取締役常務執行役員経営企画室長 兼
管理本部長兼新事業開発・管理部長

2019年(令和元)6月 当社取締役専務執行役員経営企画室長 兼
管理本部長兼新事業開発・管理部長

2021年(令和3)4月 当社取締役専務執行役員営業＆マーケティングカンパニー本部長 兼
経営企画本部長 <現在>



社名：ヤマモリ株式会社

https://www.yamamori.co.jp/

本社：三重県桑名市陽だまりの丘6-103

代表者：

代表取締役社長執行役員 三林 憲忠

資本金：4億3500万円

創業：1889年

設立：1951年

従業員：777名 ※パートタイマー含む

事業内容：
醤油・つゆ・たれ・レトルトパウチ食品・調理缶詰・
飲料等の製造販売

■会社概要

【本件に関するお問い合わせ先】

ヤマモリ株式会社 広報部

＜広報担当＞神門 （じんもん／n_jinmon@yamamori.co.jp）

Phone：090-5119-4632

※農政クラブ、農林記者会、名古屋経済記者クラブ同時リリースです。

【ヤマモリ株式会社について】

当社は、醤油醸造業として創業した1889年より130余年に及ぶ歴史の中で、市場のニーズを背景
にこれまでになかった価値を常に追い求め、新たな商品を世に送り出してまいりました。1969年、レトル
ト食品で当社が初めて開発した「釜めしの素」は今日に至るまで50年以上続くロングセラー商品です。

また、1988年にはタイ王国に事業進出、2000年より現地の新鮮な素材を使用したレトルトタイカ
レーの日本での販売を開始しました。本場の味を忠実に再現し、当時はなかった「タイカレー」という言葉
を普及してまいりました。現在ではタイを含むアセアン事業は当社の柱となっています。


